
コラム
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自転車の歴史①

自転車はいつ頃誰が発明したのか？

自転車はシンプルな乗り物なので、遠い昔の石器時代に既に存
在していた、などと考える人がいるかも知れません。自転車の発明
はそれほど古くなく意外と短い歴史にもかかわらず、いつ頃誰が発
明したかははっきりしていません。ヨーロッパのいろいろな国々が、
自転車を発明したのはわが国である、などと主張して諸説紛紛です
が、いずれの説も確固たる証拠が無いものの、ヨーロッパで考え
られたのは確かです。

自転車の原点は子供の玩具の木馬？

1880 年代に入るとイギリスでは“ホビーホース”、フラン
スでは“ベロシフェール”と呼ばれた遊びが流行します。これは、
今では子供の玩具である木馬の前後に車輪をつけて、当時の
大人が地面を足で蹴って走ったものです。全体が木製で、直線
を走るだけで曲がるためには停止して回転させなければなりま
せんが、これが自転車の原点と言われています。

自転車の歴史はわずか 200 年？

1813 年、ドイツのカール・フォン・ドライス男爵が“ドライジーネ”と呼ばれた木製の
ベロシフェールにハンドルを取り付け、走りながら曲げられる足蹴り式の二輪車を発明しま
した。現在ではこれが自転車の発明とされています。当時の記録として、ドライジーネは
37kmを2時間30分で走ったそうで、これは時速15km/hに相当し、かなりのスピードです。
イギリスのリチャード・トレビシックは 1801 年に蒸気自動車を製作し、1804 年には蒸
気機関車を発明していますが、この事から判断すると自転車はそれより新しい乗り物になる
訳でやや驚きです。

出典：日本自転車文化協会「自転車の歴史」より
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第4章
計画策定の考え方
1. 計画策定の基本的な考え方

2. 福岡市の都市交通の考え方（上位計画）

3. 基本方針、各施策の体系
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第4章  計画策定の考え方

1. 計画策定の基本的な考え方
「福岡市自転車利用総合計画」の策定から 20 年が経過し、放置自転車に関しては、駐輪場
整備や撤去、啓発等の取組みを重点的に実施したことにより、大幅に減少しました。

令和 3 年には「第 1 次自活計画」が策定され、自転車通行空間の整備や、駐輪場の整備、
適正な自転車利用のための啓発活動や、スポーツ、観光、健康づくり等、様々な分野での自
転車の活用に取り組んできましたが、自転車対歩行者の事故の割合増加や利用者の走行マナー
が改善されていない等、課題も残っています。

近年の動向としては、シェアサイクルの利用が急速に普及・拡大しているほか、ヘルメット
着用の努力義務化、脱炭素社会の実現や健康増進等においても自転車が注目されており、自
転車の果たす役割が増大してきています。

このようなことから、自転車が活用しやすい環境づくりを更に進めていくため、第２次自活
計画を策定します。

福岡市自転車利用総合計画
（平成16 年 7月策定）

第1次自活計画
（令和3年 3月策定）
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第1次自活計画（計画期間：令和3年度～令和6年度）

第 2 次自活計画

はしる　自転車通行環境の創出 まもる　自転車利用の適正化

とめる　駐輪環境の整備 いかす　自転車の活用

社会情勢の変化

青切符の導入 ヘルメット着用の努力義務化

関連する計画

国や県の自転車活用推進計画 市の上位計画や関連計画

シェアサイクルの利用者増 インバウンドの回復

課題

自転車通行空間の整備が不十分 自転車事故件数は減少しているが、
対歩行者の割合は横ばい

様々な形状の自転車やバイクの
駐輪への対応が必要

自転車損害賠償保険等への
加入率が低い

走行マナーが改善されていない 引き続き、サイクリスト受入環境の
整備が必要
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（1）第 10次福岡市基本計画

計画の位置付け

「第10次福岡市基本計画」は、「福岡市基本構想」に掲げる都市像の実現に向けた方向性を、
まちづくりの目標や施策として総合的・体系的に示した長期計画。

計画の目標年次

目標年次：2034年度（令和16年度）
計画期間：2025年度（令和7年度）から2034年度 （令和 16年度）までの10年間

分野別目標

1　一人ひとりが心豊かに暮らし、自分らしく輝いている
2　すべての子ども・若者が夢を描きながら健やかに成長している
3　地域の人々がつながり、支え合い、安全･安心に暮らしている
4　人と自然が共生し、身近に潤いと安らぎが感じられる
5　磨かれた魅力に人々が集い、活力に満ちている
6　都市機能が充実し、多くの人や企業から選ばれている
7　チャレンジ精神と新たな価値の創造により、地域経済が活性化している
8　アジアのモデル都市として世界とつながり、国際的な存在感がある

自転車の位置づけ

多様な主体が連携し、地域における包括的な支援体制の構築や防犯力の強化を図る
とともに、自転車や喫煙などのモラル･マナーの向上、消防・救急体制や医療環境の充実、
感染症対策の推進、情報リテラシーの向上による消費者被害等の未然防止、食品の安
全性確保など、日常生活における安全・安心が確保されたまちづくりを進めます。

2. 福岡市の都市交通の考え方（上位計画）

施策3－4　日常生活における安全･安心の確保と地域福祉の推進

鉄道や幹線道路など、市民や来訪者の円滑な移動を支える交通ネットワークの充実・
強化を図るとともに、公共交通や自転車の利用を促進するなど、市民・民間事業者・行
政が連携し、分かりやすく使いやすい公共交通を主軸として、多様な交通手段が相互に
連携した持続可能な総合交通体系を構築します。

施策6－3　公共交通を主軸とした持続可能な総合交通体系の構築
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市民や来街者が多様な移動手段によりシームレスで円滑に移動できる、分かりやすく
使いやすい交通環境づくりに取り組むとともに、公共交通を主軸とした移動を促進します。

（2）福岡市都市交通基本計画

計画の位置付け

上位計画である福岡市基本計画の内容を踏まえた交通分野における基本理念や目標像を示
すとともに、交通に関する取組みを進めていくにあたっての方針や主な施策を体系的にまとめ
た本市交通政策の基本的指針として活用するもの。

計画の目標年次

2034年度（令和16年度）（上位計画である第10次福岡市基本計画と同じ）

分野別目標

Ⅰ　公共交通を主軸とした持続可能な総合交通体系の構築
Ⅱ　都市の魅力・活力を高める交通
Ⅲ　市民の日常を支え、誰もが安全・安心な交通
Ⅳ　環境にやさしい交通

自転車の位置づけ

＜主な施策＞
○自転車や徒歩で移動しやすい交通環境づくり など

目標像Ⅰ　公共交通を主軸とした持続可能な総合交通体系の構築

方針2 市民や来街者にとって、分かりやすく使いやすい交通環境づくり

公共交通や道路のバリアフリー化を推進するとともに、誰もが安全・安心に歩ける歩
行空間の確保等を進めます。

＜主な施策＞
○自転車等の適正利用の促進 など

目標像Ⅲ　市民の日常を支え誰もが安全・安心な交通

方針6 誰もが安全、安心な交通環境づくり

環境にやさしい公共交通や徒歩・自転車による移動を促進するなど、運輸部門からの
温室効果ガス排出削減に向けた取組を進めます。

＜主な施策＞
○自転車や徒歩で移動しやすい交通環境づくり【再掲】　シェアリングモビリティの利活用 など

目標像Ⅳ　環境にやさしい交通

方針8 環境にやさしい交通環境づくり
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3. 基本方針、各施策の体系
　第 1 次自活計画をもとに、市が抱える課題や社会情勢の変化、市民意見などを踏まえた新
たな目標や取組み方針を設定します。

はしる

とめる

まもる

いかす

自転車通行環境の創出
基本方針：安全で快適な通行環境づくり

利用しやすい駐輪環境づくり

適正な自転車利用の促進

自転車を活用したまちづくり

駐輪環境の整備
基本方針：

自転車利用の適正化
基本方針：

自転車の活用
基本方針：

自転車通行空間の整備を推進し、歩行者・自動車・自転車など
道路を利用する皆の安全と快適につながる通行環境を創出します。
自転車が安全で快適に走行できるよう交通量や事故情報などの
データ、道路幅員などを考慮し、幹線道路での自転車通行空間ネッ
トワーク等の整備を進め、走行しやすい環境を形成していきます。

まちづくりの進展の機会を捉え、民間等との共働による駐輪場
の整備や、予防保全型の計画的な更新を行い、利用しやすい駐輪
環境づくりを目指します。
多様な自転車ニーズへの対応や決済方法の多様化等による駐輪
サービスの向上、分かりやすい情報提供手段の整備によって、既
存駐輪場の利用を促進していきます。

自転車の適正利用のため、利用者の義務や責務を明確にしてい
必要があります。
走行に関しては、自転車利用者が交通ルールを遵守し、歩行者
への配慮ができる意識の醸成を目指します。
駐輪マナーに関しては、啓発活動等による駐輪場利用を促進し、
引き続き、放置自転車の対策を行っていきます。
行政だけでなく、市民（自転車利用者・地域・NPO など）や
企業が共働し、みんなが共通の意識を持って適正な自転車利用を
促進していきます。

幅広い世代で利用される身近な乗り物である自転車を市民の健
康づくりやサイクルツーリズムの推進などを通して、親しむ機会を
創出するとともに、通勤・通学等の日常利用や、観光、スポーツ
等のレジャー利用に加え、シェアサイクルの活用促進等、様々な分
野で自転車を活用することで、福岡市の魅力を高める自転車を活
用したまちづくりを目指します。
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（１）まちづくりと連携した駐輪
　　　場の整備

施策5　まちづくりの機会を捉えた駐輪場整備

施策6　民間と共働した駐輪場整備

（２）駐輪場の利便性向上

施策7　持続可能な施設利用のための計画的な更新

施策8　多様なニーズへ対応した駐輪環境の整備

施策9　駐輪サービスの利便性向上

施策12　自転車損害賠償保険等への加入促進

（１）自転車安全利用の推進及び　　  
促進

施策10　自転車安全教育、啓発活動の推進

施策11　街頭指導強化、地域における安全利用に関する
活動の促進

（２）良好な駐輪マナーの継続

施策13　啓発活動による適正な自転車利用

施策14　放置自転車の撤去

施策15　ICTを活用した効率的な放置自転車対策

（１）自転車に親しむ機会の創出

施策16　サイクルツーリズムの推進

施策17　自転車に親しむ取組みの促進

施策18　自転車を活用した健康づくり

（２）自転車を活用したまちの活
力向上

施策19　シェアサイクルの活用促進

施策20　自転車利活用に関する取組みの促進

（１）道路を利用する皆の安全と快適に
　　　つながる自転車通行空間の創出

施策1　自転車通行空間の整備

施策2　逆走防止等の表示

（２）安心して走行できる自転車通
　　　行環境の創出

施策3　違法駐車の積極的な取締り

施策4　自転車走行ルートの誘導案内
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自転車の歴史②

足蹴り方式からペダル方式へ

1839 年スコットランドで鍛冶屋を営んでいたカー
クパトリック・マクミランが、鍛冶の技術を利用して
鉄製の“ベロシペード”を発明します。蒸気機関車と
同じ梃（てこ）の原理の駆動回転を利用したペダルを
踏み込んで進むこの新しい方式を採用したため、足蹴
り方式と比較し走行スピードは大幅に上昇しました。
ベロシペードはラテン語で“早足”を意味し、現在

フランスでは自転車を“ベロ”と呼んでいます。

別名は“骨揺り”

1863年、フランスのピエール・ラルマンがベロシペー
ドを改良し前輪にペダルとクランクを取り付け、現在では
子どもが乗る三輪車と同じ駆動方式を発明しました。この
発案をフランスのミショー親子が工場を設立し量産化に成
功。1867年には1年間で約1,000台を生産し“ミショー
型ベロシペード”として普及しましたが、乗り心地の悪さ
からイギリスでは“ボーンシェイカー（骨揺り）”と呼ば
れました。
ミショー型ベロシペードによって、新しい二輪車の乗り
物は世間で認知されました。

頭でっかちのダルマ自転車の出現

ベロシペードではペダルを 1 回転すると前車輪が 1 回
転しますので、速く走ろうとすると前車輪の直径を大きく
しペダルの回転数を増加させねばなりません。
1870年頃になると、イギリスのジェームス・スタンレー
が直径約 1.5m に巨大化した前車輪のベロシペードを考
案し“オーディナリー（日本ではダルマ自転車）”と呼ば
れました。ハイスピードを追求し前車輪を大きくしても、
乗る人間の脚の長さが限度で限界があり、またサドルの位
置が高くて安定性が悪く乗りこなすのに大変苦労したそう
です。
オーディナリーはアメリカでは“ハイホイーラー”、イ
ギリスでは前輪を大きな 1 ペニー硬貨、後輪を小さな
1/4 ペニー硬貨（ファージング）にたとえ“ペニーファー
ジング”と呼ばれました。

出典：日本自転車文化協会「自転車の歴史」より




